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１．これまでの部会の振り返りについて



１ 第８次保健医療計画上の地域リハビリテーションの位置づけ
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保健医療計画（R6～11）

医師確保計画（第２部第５章）

外来医療計画（第２部第５章）

地域医療構想（第３部）

保健医療圏（第１部第３章）

基準病床数（第１部第３章）

６事業（第２部第１章）

５疾病（第２部第２章）

未病対策の推進（第２部第３章）

地域包括ケアシステムの推進（第２部第４章）

医療安全対策推進（第２部第６章）

県民視点の医療提供体制の整備推進（第２部第７章）

（救急、災害医療、周産期、小児、新興感染症）

（在宅医療、高齢者対策、障がい者対策、母子保健対策、地域リハ 等）

その他疾病等推進（第２部第８章）

（がん、脳卒中、心血管疾患、糖尿病、精神疾患）
これまでの部会で協議し、

承認いただき計画を策定

体系図
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項目 内容

策定の趣旨
医療を取り巻く環境が大きく変化する中、本県の実情に即した効率的で質の高い
保健医療提供体制を整備するため、第８次計画を策定する

計画の性格
医療法第30条の４第１項の規定により策定する法定計画であり、県の保健医療シ
ステムの目指すべき目標と基本的方向を明らかにするもの

計画期間 令和６年度から令和11年度までの６年間

対象区域 県内全市町村

【参 考】 第８次保健医療計画の概要 基本的事項

○ 県では、すべての県民が健やかに安心してくらせる社会の実現に向けて、次のとおり、総合的
な保健医療施策を示した「神奈川県保健医療計画」を策定しています。

○ このたび令和６年度を初年度とする第８次計画を策定しました。
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課題・施策の方向性

介護サービス施設等

県民

・高齢者人口の増加によって要支援・
要介護認定者数は増加

・リハビリテーション科を標榜する病
院は増加
・リハビリテーション科に従事する医
療関係者は増加
⇒全国平均を下回っている

・理学療法士、作業療法士、言語聴覚
士数は、概ね増加傾向
・リハビリテーションサービスを提供
する事業所数は、ほぼ横ばいで推移

現状

医療機関

自立訓練・就労支援等
・自立訓練における生活訓練は概ね増
加傾向、機能訓練は減少傾向
・福祉施設利用者の一般就労への移行
実績は、増加

①介護予防事業の推進

②医療のリハビリテーション体制整備

③保健・医療・福祉の連携

④リハビリテーションに係る人材の養

成・確保

【参 考】第８次計画の全体イメージ（地域リハビリテーション）
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２．第８次神奈川県保健医療計画の評価方法について
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２．第８次保健医療計画の評価方法について

【第７次計画進捗評価の課題】

定性的な評価基準が多く、明確な指標・定量的な取組実績が示されていない

ため、何をもって評価するべきかわからないという昨年度の部会で意見が付された。

第８次計画では地域リハビリテーション事業についてロジックモデルによる指

標を設定することは特に規定されていないが、今後の進捗評価をしやすくするため、

各施策の方向性に、各課から現状設定可能な指標を設定し、それを基に、指標の

現状値と目標値を比較しながら、取組実績を評価していくこととする。

第８次計画における進捗評価方法
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〇毎年度、各施策の方向性に基づく指標の現状値を算出し、目標値と比較して、

計画の進捗状況を確認していく。

〇当部会において下記イメージの様式で上記の進捗状況を定期的に報告する。

計画期間内における
指標の実績を記載

各年度の実績と目標値
を比較し、事業を評価

指標番号 指標名 現状値（R4） R5 R6 R7 R8 R9 R10 目標値(R11) 目標値設定の考え方 評価

11
県リハビリテーション支援センターによるリハビリ
テーション専門相談件数

188件 300件
H30～R4年度の直近5年間の数字を考慮
して、目標を設定

R6.2.13
第２回リハビリテーション部会

資料１から抜粋

【参 考】 第８次計画の進捗状況の確認方針について

進捗状況の確認方針
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３．第８次保健医療計画の取組、指標・現状値について



10

第８次計画 施策の方向性
取組内容

項目 内 容

①介護予防の推進

○ 市町村及び県は、要支援者や要支援・要介護状
態になるおそれのある人に対して、介護予防の取組
を進めます。

〇 市町村及び県は、年齢や心身の状況等によって
分け隔てることなく、住民が主体となって行う介護
予防活動や地域づくりを推進するとともに、地域に
おいてリハビリテーション専門職、その他関係職種
を活かした自立支援に資する取組を推進します。

○ 地域リハビリテーション活動支援事業の専門職
の関わりについての実態をふまえ、今後の地域リハ
ビリテーションを効果的に推進する市町村支援策を
検討します。

（１）介護予防事業市町村支援委員会の開催
（２）市町村介護予防事業支援のための人材育成事
業の実施

（３）実態をふまえた市町村支援策の検討
Ｒ６のヒアリング調査の追加調査（必要に応じ）
市町村事業への伴走支援

３．①介護予防の推進 取組内容

初級研修
中級研修（専門職向け
基礎研修）

定員等 １日コース×１回、100人程度

対象者 市町村の介護予防事
業の担当者、介護予
防事業に従事する専
門職、通いの場の運
営に携わる方等

市町村の介護予防事業
の担当者、通いの場な
ど介護予防事業に関
わっている又は興味の
ある専門職等



施策の方向性 指標名
R５
実績値

R6
実績値

目標値
（R11）

目標値設定の考え方

①介護予防の推進

介護予防事業市町村
支援委員会の実施回
数

2回 ２回 2回
市町村の介護予防事業を支援して
いくため、目標を設定

市町村介護予防事業
支援のための人材育
成事業研修の実施回
数

2回 ２回 2回
介護予防活動や地域づくりを推進
するリハビリテーション専門職を
育成していくため、目標を設定

３．①介護予防の推進 指標・現状値

※数値は単年度ベースでのものとなります。
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第８次計画 施策の方向性
取組内容

項目 内 容

②医療のリハビリ
テーション体制整備

○ 県、市町村及び医療機関・医療関係者は、保健医
療圏ごとに重層的なリハビリテーション体制の整備を
進めるとともに、それぞれの役割を踏まえた病院と病
院の連携、あるいは病院と診療所の連携を推進します。

○ 県は、回復期病床等の不足している病床への転換
及び新規整備や、回復期病床への転換等の準備に伴い、
必要となる人材確保等を推進します。

⑴在宅医療推進協議会リハビリテーション部会の
開催

⑵回復期病床等への転換及び新規整備に対して補
助する回復期病床等転換施設整備費補助事業の実
施

⑶回復期病床への転換へ向けた病棟等の開設前に
発生する看護職員及びリハビリテーション専門職
の訓練期間中の人件費等を補助する病棟等開設準
備経費支援事業の実施

３．②医療のリハビリテーション体制整備 取組内容



施策の方向性 指標名
R５
実績値

R6
実績値

目標値
（R11）

目標値設定の考え方

②医療のリハビリ
テーション体制整
備

在宅医療推進協議会
リハビリテーション
部会の実施回数

2回 ２回 2回
医療のリハビリテーション体制整
備において連携体制を維持してい
くため、目標を設定

回復期病床等転換施
設整備費補助事業に
よって整備された補
助件数

5件 ６件 6件

回復期病床等への転換を推進し、
医療のリハビリテーション体制を
整備していくため、目標を設定

病棟等開設準備経費
支援事業によって整
備された補助件数

2件 １件 5件

３．②医療のリハビリテーション体制整備 指標・現状値

※数値は単年度ベースでのものとなります。
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第８次計画 施策の方向性
取組内容

項目 内 容

③保健・医療・福
祉の連携

○ 県、市町村、医療機関・医療関係者及び介護・
福祉関係者は、「県地域リハビリテーション連携
指針」に基づき、「神奈川県在宅医療推進協議会
リハビリテーション部会」で保健・医療・福祉の
連携を図り、地域においてそれぞれの状態に応じ
た適切なリハビリテーションサービスが円滑に提
供されるように推進します。

在宅医療推進協議会リハビリテーション部会の開催
（再掲）

３．③保健・医療・福祉の連携 取組内容



施策の方向性 指標名
R５
実績値

R6
実績値

目標値
（R11）

目標値設定の考え方

③保健・医療・福
祉の連携

在宅医療推進協議会
リハビリテーション
部会の実施回数（再
掲）

2回 ２回 2回
リハビリテーション体制整備にお
いて連携体制を維持していくため、
目標を設定

３．③保健・医療・福祉の連携 指標・現状値

※数値は単年度ベースでのものとなります。
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第８次計画 施策の方向性
取組内容

項目 内 容

④リハビリテー
ションに係る人
材の養成・確保

○ 県は、修学資金の貸付を通じて、理学療法士
等の確保・定着を推進します。

〇 県は、「県地域リハビリテーション連携指
針」に基づき、指定した「県リハビリテーショ
ン支援センター」において、地域のリハビリ
テーションに関する情報の提供、専門相談、人
材育成のための研修などを実施し、適切なリハ
ビリテーションの提供に向けた支援に取り組み
ます。

○県は、人材育成に向けた研修を実施する団体
等を支援します。

〇 県は、障害を持つ方やその家族等の相談に応
じ、適した障害福祉サービスを利用するための
サービス等利用計画を作成し、関係機関との調
整等を担う人材の養成を推進します。

⑴理学療法士等修学資金貸付金事業の実施

⑵リハビリテーション従事者等を対象に相談対応、情報提
供や研修（各市町村２か所において２回（合計４回））を
実施（委託先：県リハビリテーション支援センター）

⑶理学療法士、作業療法士の実習指導者等の資質向上のた
めの研修を実施

⑷相談支援専門員の資質の向上を図ることを目的とした研
修を実施

３．④リハビリテーションに係る人材の養成・確保 取組内容

相談支援従事
者主任研修

相談支援従事
者現任研修

相談支援従事者
初任者研修

定員等 40人程度 各コース100人程度



施策の方向性 指標名
R5

実績値
R6

実績値
目標値
（R11）

目標値設定の考え方

④リハビリ
テーションに
係る人材の養
成・確保

理学療法士等修学資金貸付金
の貸付者数

12人 12人 10人以上

H30～R4年度の実績から目
標を設定

理学療法士等修学資金貸付金
の修学生の県内就業率

100％ 100% 95％以上

県リハビリテーション支援セ
ンターによる研修参加者数

156人 166人 100人以上

県リハビリテーション支援セ
ンターによるリハビリテー
ション専門相談件数

184件 160件 200件以上

理学療法士の研修参加者数 64人 55人 100人以上

作業療法士の研修参加者数 63人 33人 50人以上

相談支援従事者の累計修了者
数（累計）

11,518人
（累計）

12,352
人

16,510人
（累計）

コロナ禍前の定員（＋795）に主
任相談支援専門員（R2年度から
開始事業）の定員を加え実施して
いく。（＋835）

３．④リハビリテーションに係る人材の養成・確保 指標・現状値
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※数値は単年度ベースでのものとなります。
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４. まとめ
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４. まとめ

〇 下記の各施策の方向性における具体的な取組に基づき、目標値に向けて、
引き続き、取り組んでいく。

① 介護予防の推進
② 医療のリハビリテーション体制整備
③ 保健・医療・福祉の連携
④ リハビリテーションに係る人材の養成・確保
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以上です。


